
 

 

 

 

 

幌別西小学校が展開している「コミュニティ・スクール事業」をご紹介いたします 

 

５年生が、福祉の体験授業で学んだことを 

「障害者週間記念事業」で発表しました 
幌別西小学校の５年生は、毎年登別市社会

福祉協議会や障がい者団体の協力を得て福祉
の体験学習を行っています。１０月から１１
月にかけて、車いす体験、視覚障害の方のサ
ポートや点字体験、聴覚障害の方のための手
話体験と、それにかかわるお話を、それぞれ
の団体の方から聞いて、いろいろ考えること
ができました。 
 そして、１２月８日（日）は、その学習で
学んだことを「障害者週間記念事業」の集ま
りに参加している方々に発表しました。 
 幌別西小学校の福祉の学習に、毎年多くの地域の方々が関わっていただいて
います。これも、幌別西小学校の良い伝統であり、恵まれたところ、ありがた
いところだと思います。 
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いろいろな方に協力いただいてできる授業 
学校は、教師と児童生徒で勉強するだけではありません。福祉の授業のよう

に、学校外の方からの協力を得て学ぶ機会がたくさんあります。学校と地域が
協力し合って子供の学びを作っていくのがコミュニティ・スクールの考え方で
す。地域に住む子供が、地域から多くの学びを得るというのは大切なことであ
り、それができる幌別地区もまた、恵まれた地区と言えると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：令和元年12月 18日 第７号 登別市立幌別西小学校（学校運営協議会事務局） 

TEL：0143-85-2364  FAX：0143-85-2025 

 

◇この「西小コミュニティ通信」は、本校が推進するコミュニティ・スクール事業の活動

を保護者、地域の皆様にご紹介する広報紙です。 

いじめや仲間外れなど、人権にか

かわる学びをするのが人権教室。

本校では、２年生と４年生で行っ

ています。登別市人権擁護委員の

高橋さん（登別中央福音教会）や

三澤さん（２年生にとってはキウ

シト湿原でお世話になりました）

が講師でした。 

 

３年生の社会科でお世話になったホーム

ストア幌別店。天候の関係で２回に分け

て訪問する形になりご迷惑をおかけしま

したが、店長さんを始め、お店の方々に

大変お世話になりました。 

１０月には２年生が登別郵便局を訪問し

て、局内を見学しました。歩いていける距

離にあるのが、素晴らしいところです。 

まだ雪が降っていなかった１０月。３年生が校

区のフォレスト鉱山に行って、いろいろな自然

を見たり、体験したりしてきました。今ではフ

ォレストにも雪が積もっていることでしょう。 


